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令和３年度 第８回松本市地域づくり市民委員会 会議要旨 

 

開催日時 令和３年１０月１４日（木曜日） 午後１時３０分から午後３時００分まで 

開催場所 松本市役所本庁舎３階 大会議室 

出席者（敬称略） 

委員 降旗都子（委員長）、丸山宗志（副委員長）、内山博行、倉田美智子、林下すず子、

 臼井和夫、山下京子、赤羽 勝、鳥羽弘幸、倉澤 聡、窪田隆彦、小林 修、 

 松山紘子 

 （欠席：久保 愛、相原功子、濵由佳子） 

事務局 地域づくり課 

 住民自治局長 村山 修、地域づくり課長 廣田圭男 

 市民活動・ユースサポート担当係長 胡桃澤伸一 

 地域づくり担当係長 床尾拓哉、主査 内田裕美、主事 太田晴香 

 

１ 開会 

（降旗委員長） 

 

２ あいさつ 

（降旗委員長） 

・ 前回の会議後、提言書(案)の執筆に取り掛かった。 

・ 正副委員長及びグループリーダーの倉澤委員、鳥羽委員で校正したものを、今回お示

しする。 

 

３ 第６回、第７回会議録の確認について 

（降旗委員長） 

・ 事前に修正等の申し出なし。このまま確定としたい。 

＜意見等＞ 

・ なし 

→確定版を市公式ホームページに掲載 

 

４ 会議事項 

⑴ 第５期地域づくり市民委員会提言書 (案)について 

（降旗委員長） 

ア 資料説明 

・ 骨子では「⑶ 多世代の交流機会を創出すること」としていたが、皆様からのレ

ポートを再度確認する中で「同世代」を加えることとした。 

・ 提言４の後に【最後に】という文章を追加し、レポートの中から今回拾いきれな

かった意見を掲載した。 

・ 正副委員長及びグループリーダーの協議の中で出てきた考えを最終ページにま

とめたが、内容を精査できていないため、後日改めて提示したい。 
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イ 意見交換 

別紙「地域づくり市民委員会提言書(案)に関する協議内容（要旨）」を参照 

  

⑵ 今後の進め方 

・ 提言書(案)の校正は、提出までに最大３回を予定 

・ 最終校正については正副委員長に一任とし、書面にて決定稿を確認 

・ １２月９日、臥雲市長に正・副委員長から提出 

 

５ 今後のスケジュールについて 

（事務局） 

※ 資料に基づき説明 

 

＜質疑等＞ 

・ なし 

 

（以上） 
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別紙 

第８回松本市地域づくり市民委員会 

地域づくり市民委員会提言書(案)に関する協議内容（要旨） 

 

１ 協議結果 

⑴ 提言１「住民が参加したくなる機会・居場所づくり」について 

No. 発言者 発言要旨 結  果 

1 小林委員 ・「楽しさの『周知』が行き届い

ていること」という言い方がイ

メージしにくい。 

・役員や公民館利用者だけでな

く、それ以外の人にも「楽しさ」

が伝わっているかを問う意味 

・文章の表現については再度検

討する。 

２ 松山委員 ・コンビニのイートインスペー

スの活用といった、企業と市民

とのコラボレーションができ

るとよい。 

・記述を追加できるか検討する。 

３ 臼井委員 ・「デジタル知識に長けた若者が

高齢者に教える」は、「共に学

ぶ」としてはどうか。 

・「共に学ぶ」に修正する。 

 

⑵ 提言２「地域の『学び』に対する支援」について 

No. 発言者 発言要旨 結  果 

1 小林委員 ・「４地区が持ち回り」の「地区」

が誰を指すのか不明瞭 

・４地区（寿台、松原、内田、中

山）の地区公民館であることを

明記する。 

２ 鳥羽委員 ・四賀地区地域パートナース

クールの記述については、若干

内容を修正したい。 

※後日修正案を提出 

 

⑶ 提言３「地域性を踏まえた、住民の主体的な取組みを支援」について 

No. 発言者 発言要旨 結  果 

1 小林委員 ・地域が求める「つながり」の具

体例として、「地域包括ケアシ

ステム」を入れてはどうか。 

・記述を追加できるか検討する。 

２ 倉澤委員 ・「住民の主体的な取り組みを支

援」と⑴の内容との関連性が弱

い。 

・指摘に留意して推敲する 

３ 内山委員 ・地域づくりセンターの職員が

地域と仲間意識を持って、と

いった内容でまとめてほしい。 

・指摘に留意して推敲する。 
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No. 発言者 発言要旨 結  果 

４ 小林委員 ・「地域福祉活動等」の前に、

「困ったときはお互い様の支

えあいをベースに持つ」と入れ

てはどうか。 

・検討する。 

 

⑷ 提言４「隣近所の顔の見える関係づくりの推進」及び全体について 

No. 発言者 発言要旨 結  果 

1 倉田委員 ・「まち」とひらがなで表記して

いるのはなぜか。 

・「町」「街」など、幅広い意味を

含ませるための「まち」 

・ただし、該当の箇所は町内公民

館に係る記述のため、「町」で

統一する。 

２ 倉田委員 ・「つながり」という言葉の表記

について、括弧のあるもの、な

いものがあるが違いは何か。 

・意味を強調したい箇所には括

弧を付している。 

・再度全体を見直し、使い分けの

ルールを統一する。 

３ 内山委員 ・「児童センター」と併せて、「児

童館」の記載も必要 

・「児童館」を追加する。 

 


